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●6 

行政規模が小規模であることを生かし，

地域の若年層が地域づくりに携わる機会

を増やすことにより，自らが地域を担う主

役であることを実感する仕組みづくりを

進める必要があります。 

人口減少が進む中において，従来のまち

づくりからの転換を図り，行政コストの適

正化を図りつつ，必要な行政サービス水準

の確保，安全・安心を実感できる環境づく

り等に取り組む必要があります。 
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7● 

潮来の個性である「水郷」という要素を，

観光・交流分野に積極的に活用するため，

これまで築かれてきた観光・交流資源の充

実や，新しい観光・交流資源の創出に取り

組む必要があります。 

潮来市人口ビジョン※で位置づけた戦略

を推進するとともに，地方という要素を生

かした住まい方や，地方であるものの都心

とのアクセス性を生かしたまちづくりを

進め，これらの発信に取り組む必要があり

ます。 

世代によって異なる意識やニーズを捉

えつつ，「人生100年時代」への対応も考

慮した全世代型の福祉を実現するととも

に，福祉と教育との連携を進めることによ

り，地域づくりや健康づくりに関心を持て

る環境を整備する必要があります。 
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○鹿行地域の中でも，最も歴史を

持つ地域といわれ，多くの文化

財が分布するとともに，豊かな

自然環境が残されています。 

○丘陵緑地ゾーンでは，水郷県民

の森を交流の拠点として位置づ

け，人々の暮らしと自然環境の

共生を図りつつ，歴史や自然資

源の活用を進めます。 

○人々が暮らし，観光・交流の場

にもなっていますが，活力の低

下や，空き家・空き地の増加等

が課題となっています。 

○低地ゾーンでは，少子化や高齢

化等の新たな命題に対応するた

め，機能的な生活サービスや魅

力ある観光・交流機能を集約し

た，コンパクトで住みやすい環

境を創っていきます。 

○古くから水郷の暮らしの拠点と

なっていた空間で，水郷の暮ら

しや文化を感じさせる空間で

す。 

○水際ゾーンでは，水郷風情の再

生や，観光・レクリエーション

機能の充実を図ることにより，

水郷風土の継承や交流の場とし

て，水郷交流拠点の形成を進め

ます。 
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資料：国勢調査 
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～就業者数の減少と就業者の平均年齢の上昇がみられます～ 
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主要指標の推移 主要支出の内訳の推移 
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●20 

■基本理念

『 活力があり，県民が日本一幸せな県 』

■茨城のグランドデザイン
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23● 

 

○これまで以上に行財政改革と市民協働※

が求められると認識します。 
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1.8 2 2.2 2.4 2.6 2.8 3

○「医療体制の充実」は，全年齢層で現状の改

善が求められている傾向を示します。 

○「学校教育の充実」は，満足度も高くなってい

ますが，重要度も高いと評価されています。 
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○高速道路の利便性の活用 

○道の駅の機能充実 

○子育てに対する支援の充実（子育てと医療は保護者共通の悩

み）例えば，保育施設の充実，経済的支援，屋内で遊べる施

設等 

○教育環境の向上 

○スポーツや健康づくりを特色としたまちづくり 

○水郷県民の森の活用（イベント開催やキャンプ等，もっと使

いやすく） 

○なにをするにしても財源が必要なので，バランス良く進める

ことが必要 

○高速道路 IC周辺や道の駅を生かした拠点の整備 

○潮来駅前に賑わいを取り戻して欲しい。にぎやかな方が街の

印象が出る 

○人口減少・高齢化は不安 

○人口減少に伴って，若い人や地域の担い手がいなくなる 

○空き家・空き地が増加する 

○地域の伝統文化が継承されなくなる 

○地域に残った人の負担（祭り，防犯・防災等）が多くなり，

人口流出に拍車がかかる 

○高齢者の移動の問題。商業施設等もなくなっているので，日

常生活に支障が出る 

○高速道路が整備されることによって，素通りされる街になっ

てしまう 

○インターネットを利用した買い物が広がっており，将来的に

買い物に行くことが少なくなるのではないか 

○公益施設のバリアフリー化（エレベーター等）が不十分 

○子育てが一番大切，その前の結婚対策も必要である 

○子育て環境（医療費助成，大きな公園等）を充実する 

○働く場所は近隣にあるので，住環境を整備して住宅地としてはどうか 

○潮来だけで全ての環境を揃えるのは難しいので，潮来の役割の明確化と周辺との連携（広域連携）を図る 

○東京（空港）への利便性が良いことをプロモーションする 

○若者が自分達のしたいことをでき，まちづくりを実感し，成長できる環境をつくる（高齢者の方が，知識や経験を生かして支援し

てくれる関係ができると良い） 

○まず，住んでいる人が楽しめる環境が必要（それをみて，他市町村の人も来る） 

○水郷県民の森を活用する（イベント開催，古墳群や大生神社の活用） 

○人が集まるイベント等を開催する 

○市民と行政の連携を強化して，一緒にまちを作っていくという環境をつくる 

（行政は市民が夢を持っていることを分かって欲しい今後行政ができることも限られてくる） 

○三世代居住を促進する（家族内で子育てや介護ができるように） 

○高齢者が社会参加できる環境（子育て支援，地域の環境等）をつくる 

○若い人が働くことができる環境をつくる 

○市外から来て，商売や事業がしやすい環境をつくる 

○新規就農や起業に対する支援を充実する 

 

○まちづくりに取り組んでいるがなかなか実を結ばず，アピー

ルできるものがない 

○医療施設の不足（小児，救急，入院できる施設等） 

○子どもの遊ぶ場所（公園等）の不足 

○「水郷いたこ」，「あやめ園」等のイメージを生かし切れてい

ない 

○東京へのアクセスが良い 

（潮来市は東京への利便性が良いというイメージがない） 

○高速道路 ICや道の駅の活用が不十分 

（「水郷いたこ」に来たというイメージがない，賑わいがない） 

○商業施設の不足 

（日常的には神栖市，レジャーを伴うものは，成田，つくば，

水戸等広範囲） 

○市内に働く場所，企業がない 

○子育て支援が，周辺（鹿嶋，神栖）と比べて不十分 

○教育環境の充実（英語教育の充実，学校の特色付け） 

○教育施設の数が多いのではないか 

○街が暗い（防犯灯・街路灯の不足，イメージ） 

○税金や公共料金が高い 

○街灯・防犯灯や公園（遊具，除草等）の管理が不十分 

○水郷だが，前川等の水質が良くない 

○観光があやめの時期だけになっている 

○情報環境が不十分 

○東京は遊びに行くところだが，潮来は住む場所としても不十分 

○自然が多い。水辺だけでなく水郷県民の森等を活用することが

必要 

○潮来マラソン等のイベントがなくなった 

○商工会青年部等が実施したハロウィン，イルミネーションは良

かった 

○祭りやイベント等，若い人のパワーがある 

○潮来，鹿嶋，神栖で比べると，住む環境は一番良いのではない

か 

○小学生が挨拶してくれる。良い教育がされている 

○潮来だけでは充足できないが，東京や千葉等へのアクセスが良

いので十分 

○現在の環境に満足 

○進学・就職しても自宅から通えるならば通いたい（高校生） 
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29 

 

潮来市まちづくり委員会における意見交換を通じて抽出された分野別のキーワードから，各分野にお

いて重点的に取り組むことが必要と考えられる施策と内容について，次のように提言します。 

○医療体制については，市内に入院できる施設や小児医療施設がなく，

不安が多く指摘されており，安心して暮らせる環境づくりのために体

制の充実が求められます。 

○子ども・子育て支援については，少子化対策，子育てと仕事の両立と

いう社会的要請の高まりに対応し，安心して子育てできる環境づくり

が必要です。 

○地域福祉については，高齢者福祉，障害者福祉，子ども福祉の根幹を

なす施策として位置づけることが指摘されています。従来のように，

個別の福祉施策でなく，地域福祉の充実を通じて，高齢者，障がい者，

子ども福祉の充実に取り組む必要があります。 

○水郷の原風景を保全するため，特有の水辺や緑地環境を尊重し，自然

環境を保全するとともに，地域資源として活用することが必要です。 

○地球温暖化をはじめとする環境問題に対応するため，ごみの再資源化

や省エネルギーなど身近な取り組みを推進する必要があります。 

○震災や短時間降雨をはじめとする風水害対策の充実を図るとともに，

あらゆる災害に対する対応力の強化が必要です。 

○商工業の振興を支える基盤として，土地利用の規制緩和に取り組む必

要があります。特に，潮来 IC周辺については，バスターミナルや道の

駅の活用を図るため，規制緩和の実現が期待されます。 

○太陽光発電施設については，周辺地域との調和に配慮した設置を誘導

する必要があります。 

○公共施設の老朽化への対応や適正管理が求められており，整備だけで

なく既存施設の維持・管理を充実する必要があります。 

○農業については，持続性を持った経営の実現を目指し，地産地消※や商

工業と連携したプロモーション強化に取り組む必要があります。 

○商工業については，賑わい創出の根幹をなすべきものと考えます。商

業分野では，イベントの開催や各種団体の連携強化を進めるとともに，

道の駅の活用を推進する必要があります。 

○市内の雇用促進を図るため，商工業の誘致や事業者の育成を図る必要

があります。 

○観光については，都心との利便性を背景に，インバウンド※の誘致や通

年型観光に向けた資源開発が必要です。 
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○学校においては，グローバル化※・国際化等の社会の変化への対応とと

もに，学力・体力・芸術文化の面で茨城県の上位を目指すことが重要

です。また，多様化する問題行動への対応，心と体の育成等，家庭と

の連携も重要です。 

○少子化に対応し，よりよい教育環境を確保するため，小中学校の統廃

合の検討を進めるとともに，小中連携にも取り組む必要があります。 

○生涯学習については，趣味や生きがいづくりの取り組みを拡大し，家

庭教育や就学前教育との連携を図ることが期待され，地域文化や歴史

の知識，経験を有する人財を活用するため，世代間交流を推進する必

要があります。 

○ボート等の地域特有のスポーツの振興を通じ，地域の活性化に取り組

む必要があります。 

○スポーツを通じた健康づくりや交流を促進するため，全世代や年代別

にできるスポーツの振興に取り組む必要があります。 

○情報発信については，潮来市の魅力や観光情報を一層充実するととも

に，開かれた行政を具現化するため，行政情報の公開や公聴※機会の充

実に取り組む必要があります。 

○行財政運営については，行政サービスの向上と多様化するニーズに対

応するため，効率化や高度化に関する取り組みを充実する必要があり

ます。 

○人口減少や高齢化，日常生活圏域の拡大を背景に，行政についても広

域化が求められ，近隣自治体との連携強化を検討する必要があります。 

○市民協働※については，これまで以上に市民の主体的な参加が期待さ

れ，特に若年層の参加が重要になることから，参加機会の提供ととも

に，経験と知見を有する世代が若者を支援する仕組みづくりが必要で

す。 

○地域資源を生かした賑わいづくりに取り組むため，商工業やスポーツ，

自然，歴史等の各分野で，イベントの開催や人財育成に取り組む必要

があります。 

○地域コミュニティの希薄化は，多くの分野で事業や活動が停滞する要

因と指摘されており，災害対応や持続できる地域づくりにおいて「共

助※」という視点が重要になっていることから，地域コミュニティの再

生に取り組む必要があります。 
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○全世代が参加できる安心・安全な社会づくり 

○地域のつながりを強め，地域力を高めるまちづくり 

○豊かな自然を生かし，人がつながり，安全で安心して住めるまちづくり 

○人口減少に対応したコンパクトで持続性のあるまちづくり 

○賑わいを創出し，市民生活を支える拠点づくり 

○農林水産業の振興 

○賑わいのあるまちづくり 

○四季を通じて喜ばれる国際的観光地づくり 

○子ども一人ひとりの輝きと笑顔づくり 

○ＩＣＴ教育※等に対応した学校教育の充実 

○人財を活用した潮来愛(郷土愛)の育成 

○地域や学校と連携した社会教育・家庭教育の推進 

○水郷独自のスポーツの振興 

○市民ニーズの変化や広域連携に対応した行政機能の変革 

○事務の効率化とスキルの向上 

○地域力向上に向けた協働体制づくり 

○経験と知見を持つ「人財」による若者の支援 

 

31


